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今
後
共
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を
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ご
指
導
を
お
願
い
致
し
ま
す

長
崎
市
議
会
議
員　

五  

輪  

清  

隆

　

晩
秋
の
候
、
皆
さ
ま
に
於
か
れ
ま
し
て
は

益
々
ご
健
勝
に
て
、
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

50
回
目
の
定
例
議
会
・
20
回
目
の
質
問

　

さ
る
、
９
月
１
日
か
ら
定
例
議
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
15
年
４
月
に
初
当
選
後
、

50
回
目
の
定
例
会
と
な
り
、
一
般
質
問（
会
派

代
表
含
む
）へ
の
登
壇
は
今
回
で
20
回
目
と
な

り
ま
し
た
。

　

平
成
15
年
７
月
１
日
、
初
当
選
後
の
最
初

の
議
会
で
、
初
め
て
一
般
質
問
を
す
る
こ
と
と

な
り
、
先
輩
・
同
僚
議
員
・
傍
聴
者
・
市
長

及
び
市
の
理
事
者
が
見
守
る
中
、
緊
張
の
あ
ま

り
大
量
の
汗
を
か
き
な
が
ら
質
問
を
し
た
こ
と

を
今
で
も
忘
れ
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

　

今
回
で
20
回
目
と
な
り
ま
し
た
が
、
緊
張
感

は
初
め
て
登
壇
し
た
時
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
一
般
質
問
の
登
壇

予
定
日
時
は
、
議
会

開
会
日
に
議
会
運
営

委
員
長
の
抽
選
で
決

ま
る
た
め
、
早
め
に

連
絡
す
る
こ
と
が
出

来
ま
せ
ん
が
、
平
日

の
忙
し
い
中
、
多
く

の
方
々
に
傍
聴
い
た

だ
き
大
変
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
も
市
民
の
代

表
と
し
て
可
能
な
限

り
登
壇
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

５
項
目
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た

　

９
月
４
日（
金
）13

時
か
ら
５
項
目
の
一

般
質
問
を
行
い
ま
し

た
。
一
つ
は
、
今
年

３
月
末
で
閉
館
と

な
っ
た「
長
崎
市
公

会
堂｣

に
代
わ
る
文
化
施
設
の
設
置
に
つ
い
て

議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。
昨
年
６
月
の
定
例
会

議
で
市
は
県
庁
舎
跡
地
に
ホ
ー
ル
機
能
を
持
っ

た
施
設
設
置
の
検
討
を
県
と
協
議
し
早
急
に

ま
と
め
る
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
１
年
が
経
過

し
て
も
未
だ
方
針
は
出
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

長
崎
市
公
会
堂
の
閉
館
に
つ
い
て
は
付
帯
決
議

を
も
っ
て
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
要
求
が
市
・
県
の
間
で
進
ん
で
い
な
い
こ

と
に
対
し
、
当
時
委
員
会
に
所
属
し
付
帯
決

議
を
も
っ
て
苦
渋
の
決
断
で
賛
成
し
た
責
任
を

感
じ
今
回
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
は
、｢

ぎ
り
ぎ
り
ま
で
協
議
し
、
し

か
る
べ
き
時
期
に
・
・｣

と
の
答
弁
で
あ
り
、
明

確
な
設
置
時
期
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の

方
針
の
決
定
が
遅
れ
る
ほ
ど
、
新
庁
舎
建
設
や

交
流
拠
点
設
置
等
、
そ
の
他
の
大
型
事
業
の

審
議
に
影
響
が
出
て
く
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
こ
と
か
ら
も
、
今
後
も
市
長
へ
早
急
な
決
断

を
求
め
て
い
き
ま
す
。

(

そ
の
他
の
項
目
含
め
詳
細
は
Ｐ
２
・
３
参
照)

今
後
共
、ご
指
導
を
お
願
い
致
し
ま
す

　

私
も
４
期
目
の
市
会
議
員
と
し
て
、
市
民
の

声
を
行
政
に
反
映
し
て
、
長
崎
市
に「
住
み
た

い
・
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
」と
思
え
る
よ
う
な

街
づ
く
り
と
市
民
の
皆
さ
ん
が「
安
全
で
安
心

し
て
生
活
で
き
る
環
境
つ
く
り
」に
向
け
て
諸

活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
決
意
で
す
。

　

皆
様
方
に
は
更
な
る
ご
指
導
・
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

代
表
含
む
）へ
の
登
壇
は
今
回
で
2
回

な

初

て
登
壇

時

20
回
目
の
登
壇
！

回
目
の
登
壇
！

20
回
目
の
登
壇
！

長
崎
市
女
の
都
１
丁
目
１
４
４
４-

１
３

自
　
　
　
宅

（
８
４
４
）９
５
９
９

生
活
相
談
室

（
８
６
１
）１
９
８
５

ご相談はお気軽に！

ホームページアドレス　http://www.k-itsuwa.com/

（総額：2,141億8,000万円）

平
成
27
年
9
月
議
会

約10億6,400万円、
　　　条例改正19件可決

補正総額約7億7,938万円（特別会計含む）、26の議案を可決・同意！

12月４日　一般質問を行う！

約３億9,400万円(一般会計補正予算）約３億9,400万円(一般会計補正予算）
　　　　　　　33議案可決！　　　　　　　33議案可決！

約３億9,400万円(一般会計補正予算）
　　　　　　　33議案可決！

平成26年度一般会計補正予算
（約37億5,300万円）

22議案可決・１議案修正可決・１議案否決

◆
端
島
（
軍
艦
島
）
整
備
基
金

…
４，
８
０
０
万
円

７
月
に
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命

遺
産
　
製
鉄
・
製
鋼
、
造
船
、
石

炭
産
業
」
の
構
成
資
産
で
あ
る
端

島
炭
坑
（
軍
艦
島
）
の
保
存
及
び

活
用
の
た
め
の
整
備
事
業
に
要
す

る
経
費
の
財
源
に
充
て
る
た
め
、

端
島
（
軍
艦
島
）
整
備
基
金
を
設

置
し
、
積
み
立
て
を
行
う
も
の
。

・
目
標
額：

６
億
円
（
平
成
23
年

度
か
ら
37
年
度
ま
で
の
累
計
）

◆「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」

理
解
促
進
費
…
…
５
０
０
万
円

７
月
に
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命

遺
産
　
製
鉄
・
製
鋼
、
造
船
、
石

炭
産
業
」
全
体
の
世
界
遺
産
価
値

と
、
そ
の
価
値
に
貢
献
す
る
各
構

成
資
産
の
価
値
を
正
確
に
説
明
す

る
た
め
、
構
成
資
産
が
所
在
す
る

８
県
11
市
で
構
成
す
る
「
九
州
・

山
口
の
近
代
化
産
業
遺
産
群
世
界

遺
産
登
録
推
進
協
議
会
」
が
実
施

す
る
情
報
発
信
の
た
め
の
シ
ス
テ

ム
開
発
に
係
る
負
担
。

◆
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費

個
人
番
号
カ
ー
ド
推
進
事
業
費

…
２，
３
０
９
万
円

平
成
27
年
10
月
か
ら
始
ま
る
個
人

番
号
カ
ー
ド
の
申
請
・
交
付
の
方

式
に
つ
い
て
、
従
来
の
交
付
時
来

庁
方
式
に
加
え
て
、
申
請
時
来
庁

方
式
や
勤
務
先
企
業
な
ど
に
よ
る

一
括
申
請
方
式
に
つ
い
て
も
国
か

ら
示
さ
れ
た
た
め
、
新
た
な
方
式

を
採
用
す
る
こ
と
に
伴
う
郵
送
料

な
ど
の
経
費
の
増
。

・
当
初
予
算
額
　

１
億
５，
７
３
０
万
１
千
円

◆
高
齢
者
福
祉
施
設
整
備
事
業
費

補
助
金
…
２，
０
８
３
万
６
千
円

①
有
料
老
人
ホ
ー
ム
設
備

②
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
通
所
介
護
事

業
所
設
備

有
料
老
人
ホ
ー
ム
及
び
宿
泊
サ

ー
ビ
ス
通
所
介
護
事
業
所
に
お
け

る
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
等
の
整

備
に
対
し
て
助
成
す
る
。

〈
対
象
施
設
〉

有
料
老
人
ホ
ー
ム
　
２
ヶ
所
（
三

原
１
丁
目
、
蚊
焼
町
）

宿
泊
サ
ー
ビ
ス
通
所
介
護
事
業
所

５
ヶ
所
（
京
泊
２
丁
目
、
中
里
町
、

川
平
町
、
大
橋
町
、
蚊
焼
町
）

〈
補
助
額
〉

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
９，
２
６
０
円
／
㎡

消
火
ポ
ン
プ
ユ
ニ
ッ
ト
等
２
３
２
万
円
／
施
設

自
動
火
災
報
知
設
備
１
０
３
万
円
／
施
設

消
防
機
関
へ
通
報
す
る
火
災
報
知
設
備
31
万
円
／
施
設

◆【
単
独
】
児
童
福
祉
施
設
整
備
事

補
正
予
算
の
主
な
内
容

業
費
補
助
金
認
定
こ
ど
も
園

…
４，
０
１
３
万
８
千
円

待
機
児
童
の
解
消
と
多
様
な
保

育
需
要
へ
の
対
応
を
図
る
た
め
、

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
開

設
に
あ
た
り
、
私
立
幼
稚
園
の
空

き
教
室
を
活
用
し
た
認
可
保
育
所

を
新
た
に
設
置
す
る
た
め
の
施
設

整
備
に
対
し
て
助
成
す
る
。

〈
50
人
の
定
員
増
〉

友
愛
社
会
館
幼
稚
園
（
定
員
50
人
）

・
補
助
率
　
３
／
４

◆
地
球
温
暖
化
対
策
市
民
運
動
推

進
費
…
…
…
７
４
８
万
７
千
円

市
民
の
自
発
的
か
つ
継
続
的
な

環
境
行
動
を
促
進
す
る
た
め
、
市

民
主
体
の
環
境
活
動
の
拠
点
を
整

備
す
る
と
と
も
に
、「
長
崎
市
地
球

温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
」

に
お
け
る
市
民
の
環
境
保
全
活
動

に
対
す
る
相
談
、
助
言
、
支
援
な

ど
の
業
務
を
行
う
も
の
。（
補
正
予

算
計
上
額
　
５
６
８
万
７
千
円
）

小
中
学
校
に
お
け
る
環
境
教
育

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
学
校
の

特
色
あ
る
環
境
行
動
を
宣
言
し
て
、

市
民
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
す

る
「
な
が
さ
き
エ
コ
ス
ク
ー
ル
」

の
環
境
活
動
の
拡
大
に
必
要
な
経

費
を
支
援
す
る
も
の
。（
補
正
予
算

計
上
額
　
１
８
０
万
円
）

・
当
初
予
算
額
　
１，
２
１
９
万
８
千
円

◆
農
業
振
興
施
設
整
備
事
業
費

道
の
駅
夕
陽
が
丘
そ
と
め

…
…
…
…
３，
０
０
０
万
円

「
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト

教
関
連
遺
産
」
の
世
界
遺
産
登
録

平
成
27
年
第
４
回
長
崎
市
議
会
定
例
会
は
、
９
月
１
日
（
火
）
か
ら

18
日
（
金
）
ま
で
の
18
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
一
般
会
計
補
正
予

算
（
約
３
億
９
４
０
０
万
円
）、
条
例
改
正
・
人
事
案
件
な
ど
の
33
議
案

が
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

を
見
据
え
、
外
海
地
区
に
お
け
る

観
光
客
の
受
入
態
勢
整
備
の
一
環

と
し
て
、
来
客
者
数
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
「
道
の
駅
夕
陽
が
丘
そ

と
め
」
に
お
い
て
、
駐
車
場
を
増

設
す
る
も
の
。

・
事
業
期
間
　
平
成
27
年
度
〜
28
年
度

◆
野
母
崎
炭
酸
温
泉Alega

軍
艦
島
　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
費…

９
０
０
万
円

野
母
崎
海
の
健
康
村
の
名
称
変

更
に
伴
い
、
客
室
な
ど
の
改
修
及

び
看
板
・
誘
導
サ
イ
ン
の
制
作
な

ど
を
行
う
。

◆
長
崎
駅
周
辺
エ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

検
討
費
…
１，
２
５
１
万
９
千
円

新
長
崎
駅
の
新
幹
線
駅
舎
上
家

デ
ザ
イ
ン
の
設
計
に
係
る
基
本
的

な
方
向
性
を
独
立
行
政
法
人
　
鉄

道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機

構
が
実
施
す
る
駅
舎
下
部
構
造
物

の
詳
細
設
計
に
反
映
さ
せ
る
に
あ

た
り
、
追
加
設
計
費
用
が
生
じ
る

た
め
、
そ
の
経
費
を
県
と
と
も
に

負
担
す
る
も
の

・
追
加
設
計
費
用
　
２，
５
０
３
万
７
千
円

・
負
担
割
合
　
１
／
２

・
当
初
予
算
額
　
１，
６
０
１
万
７
千
円



４．
ジ
エ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
使
用
促
進
に
つ
い
て

質
問
　
全
国
の
市
町
村
の
国

民
健
康
保
険
課
で
は
医
療
費
が

年
々
増
加
す
る
中
で
医
療
費
抑

制
に
向
け
て
色
々
な
取
り
組
み

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
長

崎
市
は
ジ
エ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
使
用
促
進
を
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
る
の
か
。

答
弁
　
長
崎
市
は
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
に
向
け

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
」「
利
用
促
進
通
知
」

な
ど
推
進
し
て
い
る
が
、
国
の

目
標
値
に
達
し
て
い
な
い
こ
と

も
あ
り
、
今
年
８
月
か
ら
の
国

民
健
康
保
険
証
の
カ
ー
ド
化
に

合
わ
せ
、「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
希
望
シ
ー
ル
」
を
作
成
し

て
、
全
て
の
被
保
険
者
に
対
し

て
保
険
証
と
一
緒
に
送
付
し
、

保
険
証
に
貼
っ
て
も
ら
う
こ
と

で
一
層
の
使
用
促
進
を
図
っ
て

い
ま
す
。

要
望
　
平
成
25
年
12
月
議
会

の
一
般
質
問
で
国
民
健
康
保

険
証
の
カ
ー
ド
化
を
要
望

し
、
今
年
８
月
に
被
保
険
者

全
員
へ
の
カ
ー
ド
化
が
実
現

し
た
が
、
医
療
費
削
減
・
患

者
の
軽
減
策
に
は
「
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
」
の
拡
大
は

必
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
の

で
、
利
用
率
の
向
上
に
向
け

て
Ｐ
Ｒ
を
徹
底
す
る
こ
と
を

要
望
し
ま
す
。

答
弁
　
長
崎
市
の
平
成
26
年

の
推
計
人
口
は
約
43
万
４
千
人

で
、
ピ
ー
ク
時
の
昭
和
60
年
と

比
較
す
る
と
、
約
７
万
２
千
人

減
少
し
て
い
ま
す
。

主
な
要
因
と
し
て
、
未
婚
率

の
上
昇
や
晩
婚
化
・
晩
産
化
な

ど
に
よ
る
少
子
化
の
進
展
、
10

代
後
半
か
ら
20
代
の
若
年
層
の

進
学
・
就
職
時
に
お
い
て
の
働

き
が
い
や
安
定
し
た
収
入
と
雇

用
を
求
め
て
大
都
市
圏
に
多
く

転
出
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

そ
の
為
に
「
交
流
の
産
業
化
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、「
人
を
呼

び
込
む
仕
掛
け
」「
稼
ぐ
仕
掛

け
」「
人
材
を
育
成
す
る
仕
掛

け
」
等
に
つ
い
て
、
民
間
企

業
・
大
学
・
行
政
や
団
体
等
の

各
々
が
当
事
者
意
識
を
持
っ
て

「
何
が
で
き
る
か
」「
何
か
連
携

し
た
取
り
組
み
は
で
き
な
い

か
」
と
い
っ
た
視
点
で
知
恵
を

出
し
合
い
な
が
ら
、
自
主
性
・

主
体
性
が
発
揮
で
き
る
総
合
戦

略
を
策
定
し
、
人
口
減
少
対
策

に
取
り
組
み
ま
す
。

１．
新
た
な
文
化
施
設

に
つ
い
て

質
問
　
昨
年
６
月
の
定
例
会
議

に
お
い
て
、
平
成
27
年
３
月
末

で
長
崎
市
公
会
堂
条
例
を
廃
止

す
る
条
例
が
上
程
さ
れ
、「
県
庁

舎
跡
地
の
活
用
に
お
い
て
、
不

退
転
の
決
意
を
も
っ
て
早
急
に

県
・
市
の
意
見
を
ま
と
め
る
こ

と
」
を
要
請
す
る
付
帯
決
議
を

も
っ
て
議
会
で
可
決
さ
れ
た
。

そ
の
後
１
年
以
上
経
過
し
て
い

る
が
、
い
つ
ま
で
に
県
と
の
協

議
を
終
了
し
、
方
針
を
決
定
す

る
の
か
。

答
弁
　
昨
年
６
月
の
県
庁
舎

跡
地
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

に
お
い
て
、
県
市
で
調
整
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
、
現
在
も

協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
か
ら
は
、
ホ
ー
ル
機
能
は

１
０
０
０
か
ら
１
２
０
０
席
の

規
模
で
、
高
い
レ
ベ
ル
で
音
楽

や
演
劇
に
利
用
で
き
る
も
の
を

提
案
し
、
県
市
が
求
め
る
機
能

や
役
割
分
担
に
応
じ
て
適
切
な

費
用
負
担
を
行
う
考
え
も
申
し

上
げ
て
い
ま
す
。

県
か
ら
は
、
市
が
検
討
し
て

い
る
長
崎
駅
西
側
の
交
流
拠
点

と
の
機
能
の
重
複
が
な
い
か
見

極
め
が
必
要
で
あ
る
の
で
協
議

を
進
め
て
行
き
た
い
と
の
意
向

で
あ
る
。

８
月
４
日
の
県
知
事
・
県
議

会
議
長
へ
の
要
望
で
、
県
庁
舎

跡
地
の
整
備
方
針
の
早
期
決
定

と
市
の
提
案
実
現
の
要
望
を
行

い
、
県
知
事
か
ら
県
庁
舎
跡
地

は
県
民
の
大
切
な
財
産
で
あ
る

の
で
、
い
つ
ま
で
に
や
る
か
と

い
う
期
限
を
設
け
る
の
は
難
し

い
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

市
と
し
て
は
、
ぎ
り
ぎ
り
ま

で
協
議
を
続
け
、
し
か
る
べ
き

時
期
に
新
た
な
文
化
施
設
の
建

設
場
所
を
示
し
た
い
と
考
え
て

い
る
が
、
現
時
点
で
時
期
を
明

言
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

２．
地
球
温
暖
化
対
策

に
つ
い
て

質
問
　
地
球
温
暖
化
は
重
要

な
環
境
問
題
で
あ
る
。
市
民
・

企
業
と
連
携
し
温
暖
化
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
も
ら
い
た
い
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、

電
気
料
金
の
平
均
単
価
は
家
庭

用
が
25
・
２
％
、
産
業
用
が

38
・
２
％
上
昇
し
て
い
る
。
他

の
自
治
体
で
は
Ｃ
Ｏ
２
削
減
・

光
熱
水
経
費
削
減
を
目
的
と
し

「
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
」
を
導
入
し

て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
導

入
の
検
討
が
出
来
な
い
か
。

答
弁
　
地
球
温
暖
化
問
題
は
、

行
政
だ
け
で
解
決
で
き
る
も
の

で
は
な
く
、
市
民
・
事
業
者
・

行
政
の
協
働
し
た
取
り
組
み
が

重
要
と
認
識
し
て
お
り
、「
長

崎
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
協
議
会
」
や
「
な
が
さ
き
エ

コ
ネ
ッ
ト
」
な
ど
と
連
携
し
て

市
民
協
働
に
よ
る
長
崎
ら
し
い

低
炭
素
社
会
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
の
対
象
と
な

る
施
設
は
、
熱
需
要
な
ど
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
多
く
、
設

備
が
古
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
が

悪
い
設
備
を
有
し
て
い
る
設
備

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
の
で
、
Ｃ
Ｏ

２
削
減
・
コ
ス
ト
削
減
か
ら
有

効
な
手
法
と
考
え
ら
れ
ま
す
の

で
、
対
象
と
な
る
施
設
の
有
無
、

事
業
展
開
の
可
能
性
に
つ
い

て
、
関
係
部
局
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

３．
人
口
減
少
対
策

に
つ
い
て

質
問
　
長
崎
市
は
、
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
、
活
力
あ

る
地
域
社
会
を
維
持
し
て
い
く

こ
と
を
目
的
に
、
昨
年
11
月
に

「
人
口
減
少
対
策
推
進
本
部
」

を
設
置
さ
れ
、
平
成
27
年
度
中

に
策
定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
重
要
ポ
イ
ン
ト
を
ど

こ
に
お
い
て
い
る
の
か
。

今年３月末で閉館となった「長崎市公会堂」

カード化された国民健康保険証

ジェネリック医薬品
希望シール

主
な
質
疑
内
容

９月４日　一般質問を行いました！９月４日　一般質問を行いました！９月４日　一般質問を行いました！
１． 新たな文化施設について

２．地球温暖化対策について

３．人口減少対策について

４．ジエネリック医薬品の使用促進について

５．世界遺産登録に伴う維持管理費について

５．
世
界
遺
産
登
録
に
伴
う

維
持
管
理
費
に
つ
い
て

質
問
　
今
年
７
月
５
日
に

「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」

が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
内
、
長
崎
市
内
に
８

施
設
が
あ
り
、
特
に
端
島
炭
坑

「
軍
艦
島
」
の
維
持
・
保
全
に
は

多
額
な
費
用
が
予
想
さ
れ
る
が
、

長
崎
市
の
負
担
費
用
は
い
く
ら

に
な
る
の
か
。

答
弁
　
端
島
炭
坑

は
、
本
年
度
、
約
１，

７
０
０
万
円
を
か
け

て
見
学
施
設
の
点
検

や
修
繕
を
行
っ
て
い

ま
す
。

現
在
、
簡
易
に
積

算
し
た
11
億
円
か
ら

１
５
８
億
円
の
５
つ

の
パ
タ
ー
ン
を
試
算

し
て
い
ま
す
が
、
専

門
家
で
構
成
す
る

「
高
島
炭
鉱
整
備
活
用

委
員
会
」
で
の
議
論

を
経
て
、
今
年
度
中

に
再
度
積
算
し
ま
す
。

端
島
の
護
岸
や
生

産
施
設
な
ど
緊
急
的

に
整
備
が
必
要
な
個
所
に
つ
い

て
は
、
本
年
度
か
ら
着
手
し
、

本
年
度
事
業
の
整
備
財
源
は
、

総
事
業
費
の
50
％
が
国
庫
補
助

金
、
残
る
50
％
は
過
疎
対
策
事

業
債
を
充
当
し
ま
す
。

過
疎
対
策
事
業
債
は
償
還
時

に
交
付
税
措
置
が
あ
り
、
市
議

会
か
ら
の
長
崎
県
へ
の
働
き
か

け
も
あ
り
長
崎
県
か
ら
の
補
助

金
も
交
付
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

長
崎
市
の
実
質
的
な
負
担
は
総

事
業
費
の
９
％
と
な
り
ま
す
。見学施設の点検や修繕が行われている端島炭坑(軍艦島)

旧国民健康保険証


